
 

２０２５年の復活祭です。主イエス・キリストの復活を心より感謝し、賛美いたします。 

🎶 地よ、声高く 告げ知らせよ 尊きイエスの よみがえりを。🎶 

死より命へと 導きたもう 主イエスと共に 我ら進まん。 

                          （讃美歌 21-326） 

吊り下げられて並んだオーナメントは春の美しさを告げる花々、新生の喜びに輝くヒヨコや

蝶々など、本当に可愛らしいイースターのアイテムです。春を迎える喜びと、主イエスの復活を

祝う喜びが弾んでいます。また、冬の間縮こまっていたバルコニーの鉢植えの薔薇たちが艶々と

葉を茂らせ、一斉に伸び、蕾をつけている様子に満悦至極の日々を過ごしています。 

春の光を受けて、生き物が生き生きとと生きている様子を見ることができるのは、本当に嬉し

いものです。私も、今が一番若い！と呪文を唱えつつ、死ぬべき身ながら、精一杯生きています。

高齢となり、衰え、弱さに気付かされることが多くなりました。段差に躓いて転ぶということが

多々ありましたので、気をつけるようにしてはいますが、もう、ただ立っていてもふらついて転

ぶ年齢になってくる、と聞かされています。特にこの冬の間に、一級下の同窓生が突然倒れて、

また、去年クラス会で楽しく会話した同級生が病により倒れて、旅立ってしまいました。このよ

うなお知らせを受けるたびに、明日は我が身、と友人たちと話すことになります。メメント・モ

リです。 

私は 11 歳から 12 歳にかけて、病気が治らず、一年間、闘病していました。主治医がこのま

ま熱が下がらないと危ないと言って帰られた時、もう死ぬのかなあ、と思いました、眠っている

時に、夢を見たのです。原っぱに小さな野の花が咲いていて、向こうにイエス様の姿が見えまし

た。イエス様は振り返って私を見ましたが、また、前の方を向いて進んでいかれました。なぜ、

向こうの人をイエス様だと思ったのか、なぜ私は追いかけて行こうとしたのか、わかりませんが、

天国に行くのかな？とその時、夢の中でも思ったものでした。 

幼いころ病身だったため、両親、家族に心配をかけ続けた私ですが、有り難いことに老人にな

った今は、頑丈だった夫よりタフのようです。幼い頃より両親の祈りの中で育てられ、生きる時

も死ぬ時も、イエス様がそばにおられると信じて、のんびりと老いの道を歩いています。 
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